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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「元八王子」

文
禄
年
間
（
１
５
９
２
～
96
）
創
建
。
氏

照
は
じ
め
多
く
の
家
臣
が
参
禅
し
た
。
八

王
子
城
落
城
の
折
に
焼
失
し
た
が
、
後
に

卜
山
舜
悦
（
ぼ
く
ざ
ん
し
ゅ
ん
え
つ
）
が

氏
照
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
再
興
、
寺
名

も
改
め
た
。
現
在
の
本
堂
は
明
治
時
代
の

再
建
。

⓭宗閑寺

１
１
９
１
（
建
久
２
）
年
に
鎌
倉
の
鶴
岡

八
幡
宮
を
建
て
直
し
た
と
き
、
古
い
ご
神

体
を
源
頼
朝
の
家
臣
、
梶
原
景
時
が
賜
っ

た
。
景
時
は
自
分
の
所
領
で
鶴
岡
八
幡
宮

に
似
た
場
所
を
選
び
、
神
社
を
造
営
し
、

ご
神
体
を
移
し
た
。
そ
の
社
が
こ
の
神
社

の
起
こ
り
と
さ
れ
る
。

❾八幡神社１
６
８
９
（
元
禄
２
）
年
の
北
条
氏
照
百

回
忌
法
要
の
際
に
寄
進
さ
れ
た
市
指
定
文

化
財
。
鋳
工
は
椎
名
伊
予
良
寛
、
椎
名
兵

庫
重
長
と
銘
文
に
あ
る
。
口
径
72
・
５

㎝
、
高
さ
１
・
５
ｍ
。
太
平
洋
戦
争
中
、

元
禄
年
間
以
降
の
梵
鐘
は
ほ
と
ん
ど
供
出

さ
れ
た
が
、
こ
の
梵
鐘
は
残
さ
れ
た
。

⓮宗閑寺の梵鐘

八
幡
神
社
の
ご
神
体
を
移
し
た
と
き
に

手
植
え
し
た
と
い
う
伝
説
の
巨
木
。
高
さ

30
ｍ
、
目
通
し
12
ｍ
あ
り
、
都
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
７
１

（
昭
和
46
）
年
に
急
に
勢
い
が
衰
え
、
翌

年
枯
死
し
た
。
い
ま
は
根
株
の
み
が
参
道

に
残
っ
て
い
る
。

❿梶原杉

バ
ス
停
「
鍛
冶
屋
敷
」
は
、
こ
の
地
で
下

原
刀
を
鍛
刀
（
た
ん
と
う
）
し
て
い
た
武

州
下
原
鍛
冶
中
興
の
名
工
、
武
蔵
太
郎
安

国
に
由
来
す
る
。
左
側
に
八
王
子
市
教
育

委
員
会
が
建
て
た
縦
長
の
大
き
な
石
碑
、

右
側
に
は
横
川
町
の
個
人
が
建
て
た
小
さ

な
石
碑
が
建
つ
。

❽
武
蔵
太
郎
安
国
鍛
刀
地

約
１
ｍ
四
方
の
や
し
ろ
の
中
に
、
身
の

丈
80
㎝
ほ
ど
の
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

「
お
つ
い
で
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
、
霊
験
あ

ら
た
か
な
こ
と
で
近
郊
に
名
を
は
せ
、
多

く
の
信
者
が
あ
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
祈
願
し

て
も
ご
利
益
は
な
い
が
、
何
か
の
つ
い
で

に
願
を
か
け
る
と
叶
う
と
い
う
。

❼
お
つ
い
で
地
蔵

小
さ
な
広
場
の
段
上
に
３
つ
の
碑
が
建

つ
。
中
央
は
日
清
・
日
露
戦
争
の
戦
没
者

を
祀
る
高
さ
３
・
３
ｍ
の
忠
魂
碑
。
右
側

は
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
至
る
間

の
戦
没
者
を
祀
っ
た
殉
国
の
碑
。
左
側
は

そ
の
後
判
明
し
た
太
平
洋
戦
争
の
犠
牲
者

な
ど
を
祀
る
殉
国
の
碑
。

❻元八王子村慰霊碑

川
町
か
ら
大
楽
寺
町
ま
で
流
れ
る
３
・
５

㎞
の
河
川
。
元
八
王
子
丘
陵
の
谷
戸
か
ら

滲
み
出
す
い
く
つ
か
の
湧
水
を
水
源
と
し

て
い
る
。
途
中
で
南
大
沢
川
を
合
わ
せ

て
、
城
山
川
に
合
流
す
る
。
川
沿
い
は
里

山
の
雰
囲
気
が
残
る
場
所
も
あ
り
、
上
流

に
は
蛍
も
飛
び
交
う
。

❺大沢川

八
王
子
城
跡
か
ら
叶
谷
町
の
浅
川
合
流
点

ま
で
を
流
れ
る
全
長
７
・
１
㎞
の
河
川
。

か
つ
て
都
内
の
水
質
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い

う
不
名
誉
な
時
代
も
あ
っ
た
が
、
流
域
の

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
汚
名
返
上
し
た
。

八
王
子
城
跡
の
整
備
に
よ
り
源
流
部
の
散

策
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

⓬城山川

市
内
の
１
級
河
川
の
中
で
も
最
も
短
い
、

全
長
７
５
０
ｍ
の
河
川
。
御
霊
谷
戸
と
呼

ば
れ
る
谷
戸
の
奥
、
御
霊
谷
西
橋
か
ら
城

山
川
に
至
る
。
こ
の
谷
戸
は
中
央
自
動
車

道
の
開
通
に
よ
っ
て
大
き
く
変
貌
し
、
南

側
の
丘
陵
周
辺
が
宅
地
化
さ
れ
て
き
た
。

⓫御霊谷川
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八
王
子
城
跡
は
元
八
王
子
町
か
ら
下
恩
方

町
、
西
寺
方
町
に
ま
た
が
る
山
地
に
あ
り
ま

す
。
山
の
地
形
を
活
か
し
た
、
戦
国
の
山
城
と

し
て
の
特
徴
を
よ
く
残
し
て
い
る
国
指
定
史
跡

で
あ
り
、
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
に
は
「
日

本
１
０
０
名
城
」
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

八
王
子
城
は
戦
国
時
代
末
期
に
北
条
氏
照
に

よ
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。
氏
照
の
父
で
あ
る
北

条
氏
康
は
、
戦
国
時
代
に
小
田
原
城
を
本
拠
地

と
し
て
、
関
東
に
勢
力
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　

幼
少
期
に
大
石
氏
の
養
子
と
な
っ
た
北
条
氏

照
は
、
も
と
も
と
滝
山
城
を
拠
点
に
し
て
い
ま

し
た
が
、
よ
り
攻
め
ら
れ
に
く
く
守
り
や
す

い
、
険
し
い
こ
の
地
に
新
し
い
城
を
築
き

ま
し
た
。

　

氏
照
は
、
ふ
だ
ん
は
山
の
麓
に
あ
る
御

主
殿
地
区
に
屋
敷
を
構
え
て
生
活
し
て
い

ま
し
た
。
山
頂
に
は
戦
の
た
め
の
建
物
で

あ
る
要
害
（
戦
略
上
、
重
要
な
場
所
に
築

か
れ
た
と
り
で
）
が
、
城
の
周
り
に
は
敵

か
ら
の
攻
撃
に
備
え
た
曲く
る
わ輪
（
土
塁
な
ど

で
囲
ん
で
作
ら
れ
た
平
ら
な
場
所
）
が
造

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
氏
照
は
茶
の
湯
や

お
香
を
た
し
な
み
、
文
化
的
に
も
豊
か
な
生
活

を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
、
ベ
ネ
チ
ア
産
の
レ
ー

ス
ガ
ラ
ス
の
器
な
ど
、
海
外
の
珍
し
い
品
も
発

掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
５
９
０
（
天
正
18
）
年
６
月
23
日
、
天
下

統
一
を
目
指
す
豊
臣
秀
吉
配
下
の
前
田
利
家
と

上
杉
景
勝
率
い
る
数
万
の
大
軍
が
八
王
子
城
を

攻
め
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
対
す
る
北
条
氏
照

は
豊
臣
軍
と
の
戦
い
に
備
え
、
家
臣
を
連
れ
て

小
田
原
城
で
籠
城
中
で
、
城
内
に
残
っ
て
い
た

の
は
横
地
監け
ん

物も
つ

や
中
山
勘か

解げ

由ゆ

な
ど
の
わ
ず
か

な
武
士
と
、
領
内
か
ら
動
員
し
た
農
民
や
女

性
、
子
ど
も
な
ど
数
千
人
ほ
ど
。
圧
倒
的
な
勢

力
の
秀
吉
軍
の
猛
攻
に
よ
っ
て
、
八
王
子
城
は

た
っ
た
１
日
で
陥
落
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
総

攻
撃
の
際
、
城
内
に
残
っ
て
い
た
婦
女
子
は
追

い
詰
め
ら
れ
た
末
に
自
刃
し
て
御
主
殿
の
滝
に

次
々
と
身
を
投
じ
、
そ
の
血
で
城
山
川
の
水
は

三
日
三
晩
赤
く
染
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

八
王
子
城
の
落
城
後
、
北
条
氏
は
豊
臣
氏
に

降
伏
。
７
月
11
日
に
氏
照
ら
は
切
腹
し
、
北
条

氏
は
滅
亡
、
八
王
子
城
も
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
八
王
子
城
は
整
備
や
調
査
が
進
め
ら

れ
て
各
所
に
解
説
板
が
掲
げ
ら
れ
、
気
軽
に
往

時
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
、
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
八
王

子
城
は
戦
国
時
代
の
魅
力
が
満
載
の
山
城
で
す
。

八
王
子
城
跡

ひ
と
休
み

コ
ラ
ム

見
学
は
無
料
。
管
理
棟
（
８
時
30
分
～
17
時
）
や
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
（
９
時
～
17
時
）
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
設
置
、
ト
イ
レ
な
ど
が
利
用
で
き
る
（
年
末
年
始

及
び
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
臨
時
休
館
日
は
利
用
不
可
）。

管
理
棟
か
ら
御
主
殿
跡
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

ガ
イ
ド
も
あ
り
（
９
時
～
15
時
。
年
末
年
始
や
悪
天

候
な
ど
の
際
は
活
動
休
止
）

北
条
氏
照
の
遺
骸
は
小
田
原
に
埋
葬
さ
れ

た
。
こ
の
墓
は
、
氏
照
百
回
忌
法
要
の

際
、
家
臣
だ
っ
た
中
山
勘
解
由
家
範
の

孫
、
中
山
信
治
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も

の
。
中
央
に
氏
照
、
向
か
っ
て
右
側
に
中

山
家
範
、
左
側
に
信
治
の
墓
が
建
っ
て
い

る
。
東
京
都
指
定
旧
跡
。

⓯北条氏照墓八
王
子
城
を
初
め
て
訪
れ
た
人
に
も
分
か

り
や
す
く
解
説
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と

し
て
、
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
設

置
。
展
示
解
説
ス
ペ
ー
ス
や
休
憩
・
レ
ク

チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。
外
観
が
八
王

子
の
「
八
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
八
角
形

に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
。

⓰八王子城跡ガイダンス施設

▲曳橋と虎口

▲

御
主
殿
の
滝

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
今
回
ご
紹
介
し
た
施
設
が
休
館
、
開
館
時
間
の
変
更
な
ど
の
対
応
を
と
り
、
利
用
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



市内で活躍する元気な団体・サークル・同好会を紹介するコーナーです。
活動内容やイベント情報など、編集部までお知らせください。

の市民団体紹介

※�

こ
こ
は
「
は
ち
と
ぴ
」
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
に
自
由
に
使
っ
て
い
た
だ
く

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
今
回
は
「
八
王
子
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
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武
将
姿
で
、
い
ざ
出
陣
‼

　

日
本
百
名
城
に
選
ば
れ
て
い
る
八
王

子
城
跡
に
は
、
そ
の
魅
力
を
余
す
と
こ

ろ
な
く
伝
え
て
く
れ
る
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
い
ま
す
。
彼
ら
有
志
と
歴
史

好
き
が
集
ま
り
、
２
０
１
４
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
八
王
子
城
跡
三
ッ
鱗
会
が
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
現
在
は
賛
助
会
員
を

含
め
た
70
名
余
の
メ
ン
バ
ー
が
、
八
王

子
城
跡
の
歴
史
・
文
化
の
伝
承
、
城
跡

の
探
究
と
保
護
、
交
流
と
甲
冑
事
業
の

３
事
業
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
ほ
ぼ
毎
年
開
催
し

て
い
る
甲
冑
づ
く
り
講
座
は
、
３
か
月

以
上
か
け
て
自
前
の
甲
冑
を
作
り
上
げ

て
い
く
人
気
の
活
動
で
す
。
夏
休
み
に

は
大
好
評
の
小
学
生
の
た
め
の
甲
冑
づ

く
り
教
室
を
開
催
。
武
者
行
列
で
は
自

前
の
甲
冑
を
身
に
付
け
た
武
将
と
と
も

に
、
手
作
り
で
足
軽
衣
装
や
槍
、
火
縄

銃
な
ど
を
用
意
し
、
多
く
の
人
が
戦
国

時
代
を
体
感
で
き
る
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。

　
「
八
王
子
城
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
ガ
イ
ド
活
動
の
ほ

か
に
地
域
と
の
交
流
に
も
努
め
て
い
き

た
い
で
す
」
と
語
る
の
は
、
理
事
長
の

金
子
信
一
さ
ん
。
以
前
か
ら
郷
土
史
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
金
子
さ
ん
は
、
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
八
王
子
城
跡
に
関
心

を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

金
子
さ
ん
に
よ
る
と
、
八
王
子
城
や

歴
史
が
好
き
な
人
は
も
と
よ
り
、
お
祭

り
好
き
が
多
い
の
も
会
の
特
徴
と
か
。

各
地
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
依
頼
に
積

極
的
に
応
じ
て
い
て
、
北
条
氏
に
ま
つ

わ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
い
ち
ょ

う
祭
り
や
各
町
会
の
お
祭
り
に
も
参
加

し
、
盛
り
立
て
て
い
ま
す
。「
小
田
原

北
条
五
代
を
大
河
ド
ラ
マ
に
！　

を
合

言
葉
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」
と
抱
負

を
語
る
金
子
さ
ん
。
会
で
は
老
若
男
女

か
か
わ
り
な
く
、
随
時
会
員
を
募
集
中

と
の
こ
と
。
あ
な
た
も
自
前
の
甲
冑
で
、

戦
国
の
気
分
に
浸
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

NPO法人　八王子城跡三ッ鱗会◆会費：�2000円／年	 �
（賛助会員は1000円／年）

◆問い合わせ先：090ー4370ー7653（金子）

▲八王子城跡まつり（2019年６月）
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谷地川流域を訪ねて ２
元・八王子市市史編さん研究協力員　馬場喜信
八王子の原風景 11

　

Ｊ
Ｒ
八
高
線
は
、
北
八
王
子
駅
と
小
宮
駅

の
間
で
小
さ
な
鉄
橋
を
渡
る
。
こ
の
川
が
谷

地
川
で
あ
る
。
鉄
橋
の
す
ぐ
東
方
で
多
摩
川

に
注
い
で
ゆ
く
。
水
源
は
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
西
方
の
、
加
住
丘
陵
の
２
６
５
メ
ー
ト

ル
の
丘
と
し
て
お
こ
う
。
鉄
路
が
川
を
ま
た

ぐ
辺
り
で
は
小
規
模
な
が
ら
峡
谷
を
な
し
、

周
囲
は
新
緑
に
も
え
て
美
し
い
。
豪
雨
の
あ

と
な
ど
に
は
濁
流
の
さ
か
ま
く
要
注
意
河
川

だ
が
、
ふ
だ
ん
は
お
だ
や
か
な
小
流
で
あ

る
。

　

こ
の
辺
り
か
ら
川
の
上
流
を
の
ぞ
む
と
、

ま
っ
す
ぐ
に
つ
づ
く
流
域
が
見
通
さ
れ
る
。

両
岸
に
連
な
る
丘
陵
も
ま
た
川
と
と
も
に
長

く
延
び
る
。
大
き
な
支
流
の
な
い
直
線
状
の

谷
で
、
地
形
学
で
は
こ
う
し
た
谷
の
形
状
か

ら
、
一
般
の
谷
に
多
い
浸
食
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
浸
食
谷
に
対
し
て
、
構
造
谷
と
呼
ん
で

い
る
。
南
北
の
二
つ
の
丘
は
総
称
し
て
加
住

丘
陵
と
呼
ば
れ
る
が
、
多
摩
川
と
の
間
を
へ

だ
て
る
右
手
の
丘
は
、
そ
の
上
に
残
る
古
城

址
の
名
を
と
っ
て
滝
山
丘
陵
と
呼
ぶ
ほ
う
が

親
し
み
深
い
よ
う
だ
。
一
帯
は
、
都
立

滝
山
自
然
公
園
、
滝
山
近
郊
緑
地
保
全

地
域
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
行
楽
に

訪
れ
る
人
も
多
い
。
美
し
い
自
然
景
観

が
保
全
さ
れ
て
い
る
丘
陵
で
あ
る
。

　

こ
の
谷
地
川
は
、
市
内
の
川
と
し
て

は
、
由
木
地
区
の
大
栗
川
と
と
も
に
浅

川
水
系
に
は
属
し
て
い
な
い
が
、
地
理

的
に
も
歴
史
的
に
も
、
浅
川
流
域
と
一

体
の
地
域
を
構
成
し
て
き
た
。
滝
山
城

下
に
営
ま
れ
て
い
た
古
来
の
旧
集
落
、

横
山
・
八
日
市
・
八
幡
の
三
宿
の
名

は
、
い
っ
た
ん
現
在
の
元
八
王
子
地
域

（
現
在
の
八
王
子
地
名
の
由
来
の
地
で
あ
る
）

へ
と
移
さ
れ
た
あ
と
、
さ
ら
に
現
在
の
八
王

子
市
の
中
心
地
へ
と
三
遷
し
、
そ
こ
に
今
な

お
繁
華
な
町
の
名
と
し
て
つ
づ
い
て
い
る
。

古
い
地
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
地
に
も
生
き
つ

づ
け
、
新
し
い
土
地
に
も
根
付
い
て
ゆ
く
、

そ
う
し
た
歴
史
の
推
移
が
、
こ
の
よ
う
に
存

続
し
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

あ
ら
た
め
て
谷
地
川
の
直
線
状
の
谷
の
姿

を
眺
め
て
み
よ
う
。
こ
の
谷
は
、
甲
州
方
面

と
江
戸
と
を
む
す
ぶ
交
通
路
と
し
て
、
古
く

か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
道
筋
だ
っ
た
。
谷
筋

の
お
だ
や
か
な
地
形
と
い
い
、
進
む
方
向
と

い
い
、
い
ず
れ
も
人
々
の
往
来
に
ち
ょ
う
ど

よ
か
っ
た
。
一
昔
前
ま
で
は
道
沿
い
の
あ
ち

こ
ち
に
、
そ
う
し
た
旧
道
の
残
滓
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
拡
幅
さ
れ
て
立
派
に

舗
装
さ
れ
た
現
在
の
街
道
歩
き
で
も
、
そ
ん

な
風
景
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
前
回
尋
ね
た
丹
木
の
御
岳
神
社
は
、
こ

の
道
筋
の
ち
ょ
う
ど
中
ほ
ど
あ
た
り
か
ら
振

り
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

貴重な石造物の保存を～貞和４年銘の石造物
八王子地域社会研究会 代表　佐藤　広
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平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
11
月
に
、

『
新
八
王
子
市
史
』
編
さ
ん
の
た
め
に
、

専
門
調
査
員
の
本
間
岳
人
氏
ら
が
市
内
弐

分
方
町
報
恩
寺
観
音
堂
境
内
で
中
世
石
造

物
群
を
調
査
し
た
際
、
貞
和
４
年
（
１
３

４
８
）
の
年
号
が
刻
ま
れ
た
五
輪
塔
の
地

輪
を
発
見
し
た
。
平
成
25
年
１
月
に
は
市

史
編
集
専
門
部
会
中
世
部
会
担
当
の
栁
沢

誠
氏
が
現
地
を
訪
れ
、
銘
文
を
「
貞
和
四

年
戌
子
／
八
月
九
日　

是
勝
」
と
確
認
し

た
。
是
勝
と
い
う
名
は
鎌
倉
時
代
後
期
の

天
野
文
書
に
見
え
る
。
歴
史
的
意
義
を
認

識
し
、
同
年
の
１
月
に
本
間
氏
が
再
調
査

を
行
っ
た
。

　

そ
の
成
果
は
平
成
26
年
発
行
の
『
新
八

王
子
市
史
』
資
料
編
２
中
世
に
資
料
紹
介
さ

れ
、
平
成
28
年
発
行
の
『
新
八
王
子
市
史
』

通
史
編
２
中
世
（
第
２
章
第
４
節
天
野
氏
と

由
井
郷
）
に
詳
し
い
。
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ

き
た
い
。

　

八
王
子
に
は
平
安
時
代
末
に
、
崇
徳
天
皇

中
宮
の
皇
嘉
門
院
領
と
し
て
成
立
し
、
九
条

家
か
ら
京
都
の
東
福
寺
領
へ
と
伝
え
ら
れ
た

荘
園
の
船
木
田
荘
が
あ
っ
た
。
同
荘
成
立
以

前
の
９
世
紀
、
朝
廷
に
馬
を
献
じ
た
由
井
牧

が
経
営
さ
れ
、
牧
の
別
当
で
あ
る
日
奉
党
由

井
氏
の
本
拠
地
の
由
井
郷
が
現
在
の
元
八
王

子
（
由
井
野
）
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
鎌
倉
時
代
に
は
伊
豆
の
天
野
氏
の
所
領

と
な
る
。「
由
井
」
と
い
う
地
名
は
古
代
か

ら
由
緒
の
あ
る
名
で
、
戦
国
時
代
に
は
八
王

子
城
主
北
条
氏
照
の
支
配
地
域
を
由
井
領
と

い
っ
た
。

　

さ
て
、
石
造
物
に
刻
ま
れ
た
銘
文
の
「
是

勝
」
と
は
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
の
天
野
景
茂

の
娘
で
、
景
茂
の
お
ば
で
あ
っ
た
是
心
（
由

井
尼
）
の
養
女
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
景

茂
か
ら
の
相
続
を
め
ぐ
っ
て
一
族
で
２
度
相

続
争
い
が
起
こ
り
、
幕
府
の
元
で
和
解
す

る
。
そ
の
結
果
、
是
勝
は
、
由
井
本
郷
の
源

三
郎
屋
敷
及
び
屋
敷
内
の
田
畑
・
在
家
・
御

堂
壱
所
（
是
心
の
墓
所
）・
炭
竃
二
分
一
を

相
続
し
た
。
是
勝
が
相
続
し
た
御
堂
が
、
現

在
の
八
王
子
市
弐
分
方
町
の
報
恩
寺
（
由
井

山
の
山
号
で
明
治
初
年
に
廃
寺
）
観
音
堂
の

地
で
あ
っ
た
こ
と
が
発
見
の
石
造
物
で
ほ
ぼ

確
定
で
き
た
。

　

発
見
の
石
造
物
は
既
知
の
文
書
資
料
と
一

致
し
、
八
王
子
の
歴
史
を
解
明
す
る
た
め
の

貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。
所
有
者
や
管
理

者
の
御
理
解
を
得
、
文
化
財
指
定
す
る
な

ど
、
公
的
な
機
関
が
関
与
し
て
保
存
管
理
が

で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
世
の
人
々

に
確
実
に
伝
え
た
い
第
一
級
の
歴
史
資
料
で

あ
る
。

▲観音堂から由井野を望む

▼�
丹
木
御
岳
神
社
の
杜
遠
望
（
１
９
８
６･

３･

９
）
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１
９
８
８
年
に
処
女
作
『
幻
の

八
王
子
城
』
を
か
た
く
ら
書
店
か

ら
出
し
た
あ
と
、
２
０
１
９
年
に

本
書
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
の
31
年

間
は
、
ま
さ
に
北
条
氏
照
の
研
究

と
八
王
子
城
跡
の
探
索
に
明
け
暮

れ
る
毎
日
を
送
り
ま
し
た
。
私
も

85
歳
、
今
回
の
出
版
で
丁
度
10
冊

目
の
作
品
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り

私
の
拙
い
著
作
人
生
に
終
止
符
を

打
と
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
代
の
研
究
者

た
ち
か
ら
、
北
条
氏
照
と

は
如
何
な
る
武
将
で
あ
っ

た
の
か
と
問
わ
れ
る
機
会

が
多
く
あ
り
ま
す
。
私

は
、
日
常
の
生
活
を
記
し

た
確
た
る
資
料
が
全
く
な

い
中
で
、
氏
照
の
故
郷
を

訪
ね
歩
き
、
伝
説
的
に
伝
わ
っ
て

い
る
人
物
像
を
少
し
ず
つ
掘
り
起

こ
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
質

実
剛
健
で
義
理
人
情
に
篤
く
、
漢

詩
を
吟
じ
、
和
歌
を
も
嗜
み
、
笛

を
奏
で
、
加
え
て
禅
の
達
人
で
も

あ
る
と
い
う
文
化
人
と
し
て
の
側

面
で
し
た
。
ま
た
一
旦
、
北
条
軍

を
率
い
て
戦
場
に
馬
を
駆
け
れ

ば
、
戦
績
９
割
以
上
の
勝
利
を
も

た
ら
す
ほ
ど
の
武
者
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
う
し
た
事
実
や
言
い
伝
え
を

も
と
に
し
て
、
類
推
や
想
定
を
織

り
交
ぜ
、
小
説
と
い
う
形
式
で
提

供
し
た
り
（『
小
説
・
北
条
氏
照

天あ
ま

翔が
け

よ
青
き
龍
』）、
研
究
本
と
し

て
著
し
た
り
（『
決
戦
！　

八
王

子
城
』
い
ず
れ
も
揺
籃
社
刊
）
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
著
で
は
、
三
浦
市
三
崎
町
の

歴
史
家
か
ら
い
た
だ
い
た
新
情
報

を
物
語
の
中
心
に
据
え
て
あ
り
ま

す
。
今
か
ら
遠
く
遡
る
１
５
１
６

（
永
正
13
）
年
、
小
網
代
新
井
城

城
主
三
浦
義
同
（
道
寸
）
が
当
時

台
頭
し
て
き
た
伊
勢
宗
瑞
（
北
条

早
雲
）
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
３
年

の
籠
城
の
の
ち
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
早
雲
側
は

陣
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
ま
す
が
、
実

は
も
と
も
と
は
三
浦
氏
側
の
物
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
鐘
の
因
縁
が
始

ま
り
ま
す
。
鐘
は
流
浪
の
旅
を
し

て
、
つ
い
に
は
氏
照
の
も
と
へ
と

漂
着
。
今
回
の
小
説
で
は
、
鐘
を

霊
鐘
姫
に
見
立
て
て
、
禅
の
修
行

に
励
む
氏
照
と
の
問
答
シ
ー
ン
も

織
り
交
ぜ
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

て
い
る
う
ち
に
、
か
つ
て
仇
敵
で

あ
っ
た
北
条
氏
と
三
浦
氏
の
怨
讐

の
念
は
消
え
て
ゆ
き
ま
す
。
最
後

は
八
王
子
城
落
城
を
経
て
、
氏
照

と
共
に
姫
も
消
え
て
し
ま
う
と
い

う
悲
話
で
も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
、
宮
鐘
の
レ
プ
リ

カ
が
吊
る
さ
れ
て
い
る
町
田
の
小

野
神
社
で
、
北
条
氏
と
三
浦
氏
の

和
解
の
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。

	

（
著
者
記
）

私
の

本
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
　
其
の
四
十
五

長
年
、
八
王
子
城
と
北
条
氏
照
を
研
究
し
て
き
た
郷
土
史
家
・
前
川
實
さ
ん
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
小
説
が

登
場
！　

氏
照
の
生
涯
に
お
い
て
、
謎
と
い
わ
れ
る
青
春
時
代
に
迫
る
内
容
で
す
。
そ
の
生
き
ざ
ま
に
連
れ

添
っ
た
、
多
摩
の
横
山
・
小
野
路
の
宮
鐘
の
数
奇
な
旅
も
見
ど
こ
ろ
。
徳
川
家
康
が
ど
う
し
て
も
手
に
入
れ

た
か
っ
た
陣
鐘
の
正
体
と
は
？　

ド
ラ
マ
仕
立
て
で
面
白
く
、
挿
絵
も
効
果
的
に
使
用
さ
れ
、
読
み
や
す
い
小

説
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
戦
国
期
の
関
東
の
お
城
や
武
将
た
ち
を
知
り
た
い
方
に
オ
ス
ス
メ
！

『
八
王
子
城
主
北
条
氏
照
の
物
語
　
―
霊
鐘
姫
の
愛
と
共
に
生
き
た
若
き
日
々
』
前
川 

實
　
著定

価
１
０
０
０
円
＋
税　

揺
籃
社
刊

Ａ
５
判
・
１
２
８
Ｐ

※
本
書
を
お
求
め
の
際
は
、
お
近
く
の
書

店
か
当
誌
編
集
部
ま
で
ど
う
ぞ
。

『
八
王
子
城
主
北
条
氏
照
の
物
語

―
霊
鐘
姫
の
愛
と
共
に
生
き
た
若
き
日
々
』

小説・北條氏照
前川　實 著

北条氏照を詳しく知り
たい人はコチラ！　



─八王子の自費出版本を紹介─

次号
予告

「はちとぴ」の置いてあるところ
「はちとぴ45号」は7,000部を
発行、右記の場所にて配布いた
します。八王子市民にアピール
したい商品やサービスの広告に
ピッタリ。是非、協賛ください。

広告募集中！

お客さんとのコミュニケーショ
ンツールにしたり、待ち時間の
合間に雑誌感覚で読んでもらっ
たりと、利用方法はさまざま。
「はちとぴ」を新サービスとし
てご活用ください。

提携店募集中！

お問い合わせはこちら
揺籃社（清水工房内）
はちとぴ編集部
TEL（620）2615
FAX（620）2616
E-mail info@simizukobo.com

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
す
る
自
費
出
版
本
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
て
ほ
し
い
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
を
。
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わがまち八王子探訪シリーズ「恩方」（仮）
次号で取り上げるのは懐かしい里山風景が広がる市内西部の「恩方」地域。夕
やけの情景を描写した童謡「夕焼小焼」の舞台であり、西川古柳座やセエノカ
ミ、獅子舞など数多くの伝統文化がいまに残るのも特徴です。陣馬街道を辿っ
て、陣馬山までの見どころをご紹介します。情報募集中！

以
前
、
揺
籃
社
が
主
催
し
た
文
章
記
録
グ
ル
ー
プ
「
つ
む
ぎ
の
会
」
に
参
加
さ
れ
た
著
者
が
、
こ

れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
に
投
稿
し
た
文
章
を
ま
と
め
た
１
冊
。
２
部
構
成
に
な
っ
て
い
て
、
前

半
は
『
つ
む
ぎ
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
、
後
半
は
東
京
都
退
職
校
長
会
の
八
王
子
支
部
会
報
誌

に
投
稿
し
て
き
た
小
文
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
日
本
各
地
へ
旅
し
た
話
や
、
身
近
に
咲
い
た
花
の

話
な
ど
、
話
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
特
に
生
ま
れ
故
郷
、
山
梨
県
の
描
写
は
瑞
々
し
い

筆
致
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
時
代
の
遊
び
、
両
親
の
思
い
出
、
学
び
舎
の
出
来
事
な
ど
、

「
故
郷
は
私
の
感
性
の
育
て
の
親
」
と
著
者
が
感
じ
た
所
以
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

東
京
都
あ
き
る
野
市
養
沢
で
代
々
林
業
を
営
ん
で
き
た
家
に
生
ま
れ
、
父
か
ら
そ
の
生
業
を
引
き

継
い
だ
著
者
が
、
山
の
こ
と
、
林
業
の
こ
と
に
つ
い
て
書
き
溜
め
て
き
た
文
章
を
厳
選
し
て
掲
載

し
た
１
冊
。
森
林
を
残
し
て
い
く
た
め
に
、
古
く
か
ら
林
業
は
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。
と
は
い
え
、
時
代
は
移
り
変
わ
り
、
昔
な
が
ら
の
営
み
を
変
わ
ら
ず
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

困
難
に
。
本
書
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
林
業
に
携
わ
っ
て
き
た
著
者

が
感
じ
た
こ
と
、
見
聞
き
し
た
こ
と
を
並
べ
た
エ
ッ
セ
イ
の
形
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
随
所
に
未

来
の
林
業
、
里
山
は
こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
か
ら
の
た
よ
り

―
養
沢
で
林
業
と
と
も
に

池
谷
キ
ワ
子
・
著

★
私
家
版

★
Ａ
５
判
・
１
４
４
ペ
ー
ジ

板
倉
捷
重
・
著

★
私
家
版

★
Ａ
５
判
・
64
ペ
ー
ジ

※
本
書
は
私
家
版
で
す
。
詳
細
は
当
誌
編
集
部
ま
で
。

　

著
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
と
ば
の
ア
ル
バ
ム

第46号（涼風号）は
９月１日発行予定

 公共施設

八王子観光コンベンション協会
八王子商工会議所
八王子市郷土資料館
八王子市中央図書館
八王子市川口図書館
八王子市南大沢図書館
八王子市生涯学習センター図書館
八王子市絹の道資料館
八王子市役所産業振興部
八王子市役所スポーツ振興課
道の駅「八王子滝山」
サイエンスドーム八王子
八王子クリエイトホール
八王子市学園都市センター
八王子市市民活動支援センター
八王子市子ども家庭支援センター
八王子市芸術文化会館いちょうホール
八王子市教育センター
八王子市南大沢事務所
八王子市南大沢文化会館
八王子セミナーハウス
長池公園自然館
高尾山599ミュージアム
夕やけ小やけふれあいの里
市内各市民センター　　　　　　　等

 お店・企業・学校

アート八王子
アクサ生命
㈲赤坂商店
御菓子司　旭苑
吾妻寿し
アメニティーライフ八王子
㈲荒物加島屋
一刻芸術会館
小俣ダンススタジオ
café de la poste
cafe rin
金子商店
ギャラリー・スペースことのは
京晴㈱
くまざわ書店
くまざわ書店西八王子店
㈱クラブＳ保険サービス
グループホームびおら
敬愛保育園
啓文堂高尾店
工学院大学
小谷野紙店
㈲埼玉屋本店
和食　坂福
坂本クリニック・坂本医院

ＪＡ八王子ふれあい市場
シミズパーク24
東京都立大学
スマイルこどもクリニック
㈱スリーボンド
せいがの森保育園
セブンイレブン八王子北口店
創価大学
高尾の森わくわくビレッジ
拓殖大学
そば・うどん　玉川亭
たましん散田店
多摩美術大学
中央大学
東京家政学院大学
東京工科大学
東京工業高等専門学校
東京純心大学
東京造形大学
東京薬科大学
とみりえ
中野屋商店
㈲中村自動車
㈱日住
ハーモニーネット
はちねこ！カフェ
八王子エルシィ

八王子学園八王子高等学校
八王子自動車学校
八王子市役所売店「はっち」
八王子消化器病院
㈱富士屋
ふもとや
Coffee Bricks
㈱フロリストシマダ
ベネック
法政大学
まつおか書房
松姫本店
㈲峰尾豆腐店
みやま大樹の苑
㈱山六
有隣堂CELEO八王子店 　　等

 その他団体など

サイバーシルクロード八王子
八王子法人会
八王子市医師会
八王子市職員等事業本部
八王子自治研究センター
八王子センター元気
八王子いちょう祭り祭典委員会
墨のアトリエ墨童舎
はちとぴサポーターの会　　等

※
本
書
は
私
家
版
で
す
。
詳
細
は
当
誌
編
集
部
ま
で
。

　

著
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。


